
実施方針　(仮称 ) 国際センター駅北地区複合施設基本設計業務委託に係る公募型プロポーザル実施要領　
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はるか仙台平野の記憶に想いを馳せ、みどりの杜に人々が出会う舞台をつくる

05　館内のすべてが人々が共に過ごす空間、思い思いに快適な場所を見出す
施設全体のエントランスとなる交流イベントロビーから、様々な方向に広がる吹き抜
けや奥へと誘う階段などが、来館者がそれぞれに多様な時間を過ごし、居心地よく共
存できる場所へと導きます。ホワイエへの観客動線は、外の緑を感じる東側１階から
2階へ、また主催者・出演者側の動線は西側にまとめて、ホール開演時には両者を完
全に切り離して干渉を防ぎます。練習室群は大ホール楽屋と舞台芸術リハーサル室か
ら共に近い位置に計画し、市民が日常的に気軽に利用できる開かれた練習室としま
す。

04　回廊がロビーやホール、リハーサル室を結び、駅にも繋がる
国際センター駅に繋がる回廊が 2つのホール /2 つのリハーサル室
を囲みます。交流イベントロビーに広がる大きな吹き抜けには、大
ホール、小ホール、リハーサル室、練習室群や展示室などが顔を出
し、全体が一望できるようわかりやすく配置します。下段の舞台芸
術リハーサル室から駅前へと連なるサンクン広場を設けるなど、内
部空間を外に開きます。

06　円滑・安全な搬出入と、歩・車を明快に分離する動線計画

プロセニアム１階席の一部やオーケストラピットを、ワインヤード形式時の舞台とし、観客が演者をぐるっと
取り巻く一体感を感じさせつつ、経済性、合理性、メンテナンス性に優れた大ホールを実現します。ホール形
式は、客席をエアキャスターと迫りで移動し、奈落に格納することで転換します。豊かな響きと明瞭度の高い
音響を目指し、大きな気積、浮雲反射面、音響庇となるバルコニー、テラス壁などを県産材を活用してデザイ
ンします。移動サラウンド席や迫り、音響反射板などの可動部分をなるべく減らし、コストメリットを高めます。
小ホールは角で立つ立方体とし、ホール内外に対し印象的で特別な空間を創出し、出演者の創造性を喚起しま
す。エンドステージタイプの多目的な舞台芸術リハーサル室に対し、小ホールは急勾配の円形劇場としてその
違いや特徴を際立足せ、施設全体で多様な使われ方ができるよう計画します。

主要な機能を地上 3階に納め、交流ロビーやホワイエゾーンは広瀬川沿いのボ
リュームのある緑に接して連続的に配置します。館内を階を跨いで移動しなが
ら、サクラの開花やケヤキなどの新緑の芽吹き、盛夏の緑陰、イチョウの紅葉な
ど四季折々の木立を望むことができ、落葉する冬季にははるか仙台平野の空の
広がりが感じられます。大ホール舞台の床レベルを現状地盤より少し掘り下げ
ることで、フライや客席に十分な高さを確保しつつも、周囲の緑から突出せず、
青葉山エリア全体に抱かれたように溶け込みます。

03　震災の記憶に触れる空間、記憶をリレーする展示書架
展示室内に限らず、館内のあらゆる場所に展示が可能です。また人々の記憶を伝
える「リレー書架」を随所に配置し、蓄積された様々な映像・音声や、日記、手紙、
心に響いた言葉や心に残る本などを皆が持ち寄り、次世代に伝えられる場所と
します。「まちライブラリー *」の一環とすることも考えます。クワイエットス
ペースは大ホール後壁沿いと小ホール底部に、それぞれ性格の異なる空間を設
けます。(* まちの中のカフェやギャラリーなどに本棚を置き、メッセージをつけ
た本を持ち寄り交換しながらコミュニティ形成を図る活動 )

02　広瀬川中の瀬橋からの春夏秋冬の景観に配慮した、青葉山の緑に抱かれる低層の佇まい01　建築は人々の出会う場所、館の内外を一体化し、ひとつながりの空間と捉える
国際センター駅には様々な人々が
乗降し、本施設のみならず既存の
仙台国際センターや、東北大学川
内キャンパス、宮城県美術館、県立
仙台第二高等学校などへ向かう
人々が、日々駅や 2 階の多目的ス
ペースを利用し、敷地周辺の緑道
などを行き交います。それらすべ
ての人々にとって、このホールが
安らぎと楽しみを与える場所とな
り、震災の記憶を含め、仙台の歴史
と文化に想いを馳せ、緑豊かなこ
の場所で出会い、共に時を過ごす
ことが、未知なる新たな世界の扉
を開く、そんなきっかけとなるよ
うな「杜の舞台」を創ります。

大ホールイメージ
①建築空間の魅力と総合的デザイン ②青葉山エリアの中での景観的位置づけ、果たすべき役割等 ③立ち寄りやすく多様な時間を過ごす人々が共存する空間づくり ④施設計画・動線計画の総合的解決と実現性

小ホールを中心に広がる広場エリアのイメージ仲の瀬橋からの眺望イメージ

車両は現状の乗り入れ口を踏襲し、敷地の既存植栽を最大限保存する計画とします。大ホール搬入
口は北西側の舞台上手側に取り、小ホール・舞台芸術リハーサル室、およびカフェ・レストランへ
の物品・機材の搬入は、南西側の共用搬入口を使います。共用搬入口は大ホールへのサブ搬入口と
もなり、場合に応じてフレキシブルに活用できます。
敷地北側に利用者駐車場や、バス・タクシー乗降場、西側に管理用駐車場を配置します。利用者駐車
場の一部はピロティ下とし、雨天や積雪時などに配慮します。敷地南西側に軒下となる広場を設け、国
際センター駅にも送迎できる乗降場を計画します。
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光庭を適切に配置し、
地下でも明るい楽屋とする

仙台の歴史と文化に思いを馳せる、
館の内外を一体化する回廊空間▶

地域に開かれた練習室群とする
舞台芸術リハーサル室や
大ホール楽屋群の近くに
配置することで、
演者にとっての利便性に配慮

光庭による明るい練習室群
光庭に外部階段を設置することで、
歩行距離を短くしスムーズな
地階からの避難に配慮

駅のデッキへつながる回廊

大ホールを囲む楽屋群は
練習室関係との連動にも配慮

楽屋ラウンジを
設け、快適な
楽屋空間に配慮

楽屋で入口からの動線近くに
楽屋事務室を計画、
セキュリティや利便性に配慮

舞台芸術リハーサル室の
搬入にも使用できるよう、
2台分の駐車スペースを確保

20Mの高さ制限が
東側に発生するため、
高さを考慮して
フライタワーを西側に配置

小ホールは2階へ配置するが、
搬入EVを搬入口の
近くに配置し、
小ホールへの搬入動線に配慮

舞台芸術リハーサル室は
サンクン広場と
交流イベントロビーへ向かって開放可能

移動観覧席
収納スペース

舞台工房は表動線と
裏動線それぞれに配慮

B2Fの舞台備品庫から近い位置に
搬入用エレベーターを計画
倉庫類は搬入用EVと舞台上手から
近い位置に配置し、演者と物の動線の
交錯を最小限とするとともに、
円滑な搬入を実現する

光庭に面した明るいホワイエ

既存の切り下げ位置を活用し、
工事費用の削減

舞台下手側から物を
搬入しやすいように、
搬入口は下手から近い
舞台北側に配置

壁面には本棚を設け、
人々の記憶を伝える
「リレー書架」を
施設内の随所に計画する
施設一体がメモリー空間となる

運営エリアは北側の
2、3階にまとめ、
わかりやすいゾーニングとする

会議室・応接室は審査員の滞在場所となるため、
表動線及び出演者・関係者同線からの
アクセスのしやすさに配慮

事務室との連携を考慮した
位置に計画 楽器庫を搬入用EV

近くに設け、大ホール
までの動線に配慮

楽団員ラウンジは、
音楽リハーサル室での
リハーサル時の
ラウンジとしても使用
できる位置に設置

仙台フィルとの連携に
配慮し、仙台フィル
事務局の近くに配置

余裕を持った
授乳室やオムツ替え
スペースを計画

ベビーカー置き場を
子供のための空間の
近くに設置

展示空間が吹き抜けに顔を出すことで、
施設全体にメモリアル機能を
感じられる構成とする

仙台平野を望む回廊空間

最上階は3階とし、
低層にすることで、
青葉山の自然に
溶け込む計画とする

展示空間を
施設の随所に散りばめ、
災害文化に触れる場所を
施設全体に計画する

随所に光庭を配置し、
施設内に青葉山の
豊かな緑を引き込む

屋根下の思いやり駐車場と
タクシーや来客車用の
車寄せを配置する

大型車両も通行可能な
ゆとりのある駐車場計画
大型バスを利用した来客に配慮

地下に機械室を配置するため、
適切にドライエリアからの
吸排気を計画する

側舞台

小道具室
楽器庫

ﾋ ｱ゚ﾉ庫
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専属舞台技術
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電気室
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消火
ポンプ 受水槽

照明
器具庫

音響
器具庫

搬入用
EV

中楽屋中楽屋

搬入 EV

楽屋用WC
楽屋
事務室楽屋ﾗｳﾝｼﾞ

小楽屋

小楽屋

小楽屋

小楽屋

小楽屋

小楽屋

備品庫

材料
保管庫

控室

控室

控室用
WC

ﾋ ｱ゚ﾉ庫

舞台芸術
ﾘﾊｰｻﾙ室

側舞台

舞台 客席2000席

仙台平野に向かう

N
屋上緑化

機械室
発電機置場

階段・EV

100台分の来客用駐車場を
まとめて設置
一部を屋根下の駐車場とし、
利用しやすい計画とする

ホワイエ左右にバランスよく
トイレを割り振り、
効率よく回転するように配慮

小ホールを囲うように広がる
交流イベントロビー

展示書架

2000人の観客に対応できる、
余裕を持ったもぎり空間とする

ホワイエを東側に
配置することで、
光庭を通して、仙台平野を
遠くに感じることのできる計画

ホワイエ内にも階段を複数設け、
2階ホワイエとの動線に配慮

回廊内側には通常は車両を通さず、
歩車分離を明確にした計画
イベント時には適切な誘導の元
キッチンカーや搬入車両が
屋外広場へ入れる仕上げとする。

駅から雨に濡れず来館可能な
回廊空間

国際ホール駅のための
車寄せも確保

大ホール舞台、舞台工房と
同レベルに計画し、
舞台美術の移動に配慮する
ロールバックを移動し、
交流イベントロビーまで一体的に
使用することが可能

小ホールイメージ屋外広場・サンクン広場断面イメージ

3階ｸﾜｲｴｯﾄｽﾍﾟｰｽ 1 階ｸﾜｲｴｯﾄｽﾍﾟｰｽ

20Mの高さ制限が
東側に発生するため、
高さを考慮して
フライタワーを西側に配置

搬入
EV

搬入
EV

PSEPS


